
ボランティア活動中のさまざまな事故によるケガや賠償責任を補償します

◆被保険者
  ボランティア個人等
◆対象となるボランティア活動
  日本国内における「自発的な意思により他人や社会に貢献する無償の
ボランティア活動」で社会福祉協議会に登録された団体の事業・活動で
あることや、社会福祉協議会に届けられた活動であることが必要です。
◆年間保険料
　３５０円～（ご加入プランにより異なります）
◆補償期間
　４月１日～３月 31 日まで（年度途中に手続きされた場合は、手続き
完了日の翌日から３月 31 日まで）
　※但し、大規模災害時のボランティア活動については、特例が摘要
され、加入申込み手続きの完了時から補償開始となります。

地域福祉活動などさまざまな行事における主催者や参加者などのケガ・賠償責任を補償します

◆被保険者
　傷害補償･･･行事参加者（主催者含む）
　賠償補償･･･行事主催者
◆対象となるボランティア活動
　地域福祉活動の一環として、日本国内で行うボランティア活動に関
　する各種行事。（不特定多数の参加者が見込まれるために、参加者
　か否か特定できない行事は対象になりません。ただし、スタッフ等
　特定できる方を対象とする場合は該当になります）
◆保険料
　１名１日につき２８円～　最低保険料５６０円（プランにより異な
　ります）

 ボランティア

活動保険の

　　ご案内

 ボランティア

行事用保険

　のご案内

※ボランティア保険の加入手続きは、 浜田市社会福祉協議会窓口にて受付けておりますので、
　もしもの時に備え、 安心してボランティア活動に取り組むためにもご加入をおススメします！
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ボランティア保険のご案内

古切手募集 !!

　浜田市ボランティアセンターでは古切

手収集を行っています。

集められた古切手は、知力ハンディキャ

ップ問題の社会啓発に役立てられます。

はまボラ
～浜田のボランティアセンター情報～

社会福祉法人　浜田市社会福祉協議会

ボランティア情報紙　平成30年 9月発行

編集発行　浜田市ボランティアセンター

〒697-0016　浜田市野原町859-1

TEL ： 0855-22-0094

FAX ： 0855-22-6930

E-Mail:hamada-vocenter@hamada-shakyo.com

サマーボランティアスクール♪

　８月７日（火）、三隅町の田ノ浦海水浴場において市内の小学校４年生から

６年生の児童４７名が参加し、開催しました。

　午前中は、ビーチクリーン活動を行い、海岸に流れ着いた木の枝やごみを

拾い、約２０袋分のごみを集め海岸をきれいにしました。

　また昼食は、災害時に役立つ“ハイゼックス”という耐熱袋を使用した炊

き出しを体験しました。

　午後からは、海でカヌー体験と救命胴衣を着用して浮遊体験などを行いました。当日は、波が少

し高かったですが、アクアみすみの講師の方、三隅地区民生児童委員、ボランティアの見守りもあり、

無事に活動を終えることができました。

　児童は、１日をとおして自然や環境を守ることの大切さ、他校の児童との交流で相手を思いやる

心を育むことができました。

炊き出し体験 ビーチクリーン活動

カヌー体験

参加者全員集合写真



福祉体験学習♪

　５月 30 日（水）、浜田市総合福祉センターにおいて浜田東中学校２年生 61 名が、「車いす体験」

と「ブラインドウォーク（アイマスク）体験」を行いました。

　ブラインドウォーク体験では、最初、不安そうでしたが、介助者が声をかけることにより安心

感が生まれ、コミュニケーションを図ることの大切さや気付きで生まれる思いやりの心を学ぶこ

とができました。

車いす体験 ブラインドウォーク体験

日赤　災害時高齢者生活支援講習会♪

　５月 20 日（日）、浜田市総合福祉センターにおいて 15 名

の方に参加いただき、開催しました。

　講義では、災害が高齢者に及ぼす影響や、接するときの

こころづかいなどを学び、実技指導では、風呂敷を使用し

たリュックサックの作り方や、背中をさすりながら語りか

けるリラクゼーション方法など教えていただきました。

　また、昼食は表紙でも紹介した“ハイゼックス”を使用

した炊き出し体験を

行い、試食しました。

　参加された方は、

講師の話に真剣に耳を傾け、積極的に質問されるなど災害

時における支援方法を学ぶことができ、充実した講習会と

なりました。

炊き出し体験

リラクゼーション

ボランティア養成講座　参加者募集 !!

　誰もが安心して暮らせるような生活支援や、

ボランティア活動に必要な知識・技術の習得

を目的に開催します。

　９月の講座は、障がいの特徴や必要な配慮

について学び、ちょっとした手助けをするこ

とができる『あいサポーター研修』です。

　どなたでもご参加いただけますのでお気軽

にご参加ください。

◎日　時　９月 20 日（木）　

　　　　　　13：30 ～ 15：30

◎場　所　浜田市総合福祉センター会議室

◎内　容　「あいサポーター研修

　　　　　 ～障がいについて知り共に生きる～」

◎申込締切　９月 14 日（金）

◎申込み　浜田市社会福祉協議会

　　　　　担当：田邨（たむら）・三浦潤

　　　　　電話：22-0094

浜田市健康福祉フェスティバルにおけるボランティア募集 !!

　10 月 21 日（日）開催の『浜田市健康福祉フェスティバル』でご協

力いただけるボランティアを募集します。

　未経験者も大歓迎です！ご希望の方は、下記までお申込みください。

●内　容

　①餅つき即売会（餅つき・臼とり・もみ手・販売等）

　②うどんの販売

　③街頭募金、コーヒーの販売

　④日赤　炊き出し

　　※いずれも、浜田市総合福祉センター横の多目的広場で行います。

◎申込締切　10 月 12 日（金）

◎申込み・問合せ

　　　　　　浜田市社会福祉協議会　担当：田邨（たむら）・三浦潤

　　　　　　電話：22-0094

災害ボランティアセンター運営支援

　平成 30年 4月の島根県西部地震により家屋の損壊などの被害、

また７月の豪雨により島根県内をはじめ複数の県にわたり各地

で人的被害や家屋の倒壊・床上浸水などの大きな被害が発生し

ました。

　地域において被災された方々の生活支援として、災害ボラン

ティアセンターが開設され、本会職員を大田市、江津市桜江町、

広島県東広島市に運営支援スタッフとして派遣しました。

　運営支援の主な活動として、ボランティア受付、ニーズ（相談）

受付、ボランティアの派遣調整（コーディネート）などを行い

ました。

　また、それぞれの地域において民生児童委員も運営支援スタッフとして参加しており、ボランティ

ア活動場所への道案内や活動場所の情報提供などをしていただきました。改めて、社協と民生児童

委員とのつながり、連携の重要性を知ることができました。

　いつどこで発生するか分からない災害に備えて、普段からの地域との関わりを大切に誰もが安心

して暮らすことができる地域づくりを推進していきます。　

ニーズ受付班のようす

マッチング班 （派遣調整） のようす

掲示物 （ボランティアさんへのお願いと心得と注意点）


